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□研究結果の概要

【①研究プロジェクトの概要、特色】

医療機器による放射線被曝軽減化を目指し、超偏極 3Ｈｅをガス状造影剤として用いるガスＭＲＩの基盤技術
の一つである高速融解（Rapid Melting）装置を開発した。本技術は、高解像度と測定時間短縮化が可能とな
り患者負担を軽減する。本プロジェクトが成就され高速融解装置が開発でき、それを含む超偏極 3ＨｅMRI 
技術が完成されれば、放射線を使うＸ線ＣＴやＰＥＴの性能を凌ぐと期待される。

【②研究の成果】

試作装置の製作は完了、装置の総合テスト・試験データ収集・解析を、大阪大学・核物理研究センタ
ーの希釈冷凍システム本体に開発した高速融解装置を組み入れて連携稼働を実施、各種パラメータを
測定。３ＨｅガスＮＭＲにより偏極度を測定、減偏極度等を調べ、３Ｈｅガスの偏極度に関し、超偏
極ガスＭＲＩが実用化可能なレベルである結果を得た。これら成果を踏まえ特許出願を準備中。

【③本格的研究への展開】

【吸器疾患領域】超偏極化３Ｈｅガスを用いた超偏極ガス製造の見通しが達成できた。次段階は製造
した超偏極ガスを実験動物に投与、ＭＲＩ撮影を試み、呼吸器気道を撮像し本技術を実証する動物試
験の実施である。【循環器疾患領域】ガス状３Ｈｅガスが製造されれば、マイクロブル化技術により
ガス超偏極造影剤を液状造影剤化できる。この液状化製剤技術に関してはめどが立っており、比較的
容易に動物実験による実証が可能と考える。加えて、1)人工血液型フッ素ＭＲＩ造影剤、2)腫瘍集積
型フッ素化合物によるＭＲＩ腫瘍検出剤、3)パラ水素法による３Ｈｅ，１９Ｆ超偏極化技術、等の技術
シーズに遭遇した。これらは動物実験による検証実験の段階にあり、検証プロジェクトが必要な段階
であり、現行のプロジェクト内容に加え、これらシーズを加え、呼吸器疾患・循環器疾患・腫瘍検出
領域を網羅する「革新的次世代型ＭＲＩ造影剤技術開発プロジェクト」に展開できると考えている。

【④今後の事業化に向けた展開】

超偏極技術は非常に有用で、国際的にも注目されており本プロジェクトの技術は十分に競争力があり
技術的にも先行していることも確認できた。事業化に関し従来型のＭＲＩ技術による診断市場および
受託試験市場のニーズを調べ、超偏極3Heガス型ＭＲＩ技術への市場ニーズおよび期待感を調べた結
果、肺癌診断および昨今問題となっているＣＯＰＤ診断に対する市場が大きく、期待感も大きいこと
が判明。今後の事業展開として、第一選択肢として、肺癌治療薬、ＣＯＰＤ治療薬開発プロセスにお
ける効果判定試験に、本技術を応用する受託事業を展開するプランが考えられた。本格的事業展開と
して肺癌診断薬・ＣＯＰＤ診断薬としてのガス状ＭＲＩ造影剤を開発する事業展開が考えられる。本
展開には多大な研究開発費が必要となり、強力な事業パートナーと共同開発をおこなう必要がある。

【⑤地域的波及効果】（技術基盤強化等の効果、地域社会・経済発展への寄与）

超偏極 MRI 技術は、次世代 MRI 技術として大きな優位性を持ち、本技術の開発が成就されれば、高齢化社
会の進行に伴い市場が拡大化しているにもかかわらず、海外企業の技術に大きく依存している医療機器業界
の現状を打破できる。さらに国内画像診断市場のみならず、国際市場において大きな占有率を得る事が可能
である。地域社会・経済発展に対して、兵庫県地域は日本有数の医療機器・医療産業の集積地であり、その
基盤を利用して、本技術が発展すれば、新たな画像診断技術の発展を促すと期待できる。社会問題・課題へ
の寄与という点に関しては、現在、医療放射線被曝問題が大きな社会問題となりつつある。その解決のため、
放射線を用いない画像診断技術である次世代ＭＲＩ開発を進める意義は大きい。従来のＭＲＩの性能を凌駕
する高解像度イメージングや測定時間の短縮化による患者の負担軽減が期待されるだけでなく、超偏極 3He
を用いた次世代ＭＲＩは、他の方法では測定できなかった肺のイメージングが可能になり、世界的に深刻な
慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）等の診断が可能とし、総医療費の削減に寄与できると期待される。


